
ご
み
量
が
増
え
て
い
ま
す

ご
み
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

－ごみ減量化の取り組み－
総社市ごみ減量化推進団体報奨金
● 町内会、ＰＴＡ、子ど
も会などの市民団体が
自主的に実施する資源
ごみの集団回収活動に
対して、８円／ kg の
報奨金を交付していま
す。

生ごみ減量化への支援
①ＥＭボカシの無料配布
● コンポストや専用バケツで使
う「ＥＭボカシ」を無料配布
しています。生ごみに直接ボ
カシを振り掛けるだけで簡単
に堆肥がつくれます。

②生ごみ処理容器購入費補助金
● 電気などで生ごみを減量するタイプの家庭用生
ごみ処理容器を購入する際、金額の２分の１、
上限２万円の範囲で補助します。
※ 平成 27 年４月１日以降に購入したものに限り
ます。

生活用品交換銀行
● まだ使えるけど不要になった家具や家電を、必
要としている人に譲り、再利用しています。

燃やせばごみ、
　　　分ければ資源

　新本小学校で行われた、資
源ごみの集団回収活動

　

市
で
は
、
平
成
22
年
10
月
に
市
指
定
ご
み
袋
の
販
売
額
を
半
額
に
し
た
こ
と
を
機

に
、「
変
動
相
場
制
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
お
お
む
ね
３
年
間
の
家
庭
ご
み
排
出
量
を

基
に
、ご
み
袋
の
販
売
額
を
見
直
し
ま
す
。
現
在
、市
の
ご
み
量
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
来
年
度
ご
み
袋
が
値
上
が
り
し
ま
す
。

　

左
に
紹
介
し
て
い
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
有
効
に
活
用
し
、
ご
み
減
量
化
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
美
化
推
進
係
（
☎
92
８
３
３
８
）

（17ページに関連記事）

広報クイズ
　今月の『広報そうじゃ』
を読んで、次のクイズに答
えてください。
　Ｑ1　ゆるキャラグランプ
リ2015に参戦中の子育て
王国そうじゃのアイドル「チ
ュッピー」。９月10日現在
の順位は、全国第●●位！！
【応募方法】　はがきかメールに答えと住所、氏名、電話番号、
市政や広報紙に対するご意見やご要望を明記のうえ、編集室へ。
正解者のなかから 2 人に「そうじゃ消防署カレー」を２個、「そ
うじゃセロリのミネストローネ」１個をセットで贈ります。
【応募期限】　11月２日㈪
【８月号の答え】　８月17日から11月16日まで
【８月号の当選者】　宇野美千子さん（中原）、横田宣子さん（中原）

［応募総数 27件］
【応募先】　総社市役所市政情報課　〒719－1192　中央一丁目１番
１号□ shisei@city.soja.okayama.jp

人口　67,926 人 （前月比－ 2人）
　　　（うち外国人登録 782 人　前月比＋ 1人）
　　　　男　32,988 人（前月比－ 13 人）
　　　　女　34,938 人（前月比＋ 11 人）
世帯数　25,934 世帯（前月比＋ 1世帯）

　わたくしたちは、美しい自然と豊かな吉備文化には
ぐくまれている総社市民です。
　このことに誇りと責任をもち明るく豊かなまちをつ
くることにつとめます。
１ 郷土を大切に
　　美しい環境を まもりましょう。
１ 生涯学び
　　明るい家庭を きずきましょう。
１ たがいに助け合い
　　あたたかいまちを つくりましょう。

◎市の花 /れんげ ◎市の木 /もみじ ◎市の鳥 /タンチョウ

人口・世帯数（平成２７年９月１日現在）

市 民 憲 章

市 の 花 ・ 木 ・ 鳥

「そうじゃ消防署カレー」、「そうじゃセロリのミネストローネ」が当たる

総
社
商
工
会
議
所
青
年
部

は
、
総
社
圏
域
で
事
業

を
営
む
45
歳
以
下
の
経
営
者
ら

で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
で

す
。
若
く
情
熱
が
あ
り
、
広
い

視
野
を
も
っ
た
62
人
の
メ
ン
バ

ー
で
日
々
切
磋
し
な
が
ら
ビ
ジ

ネ
ス
の
腕
を
磨
き
、
自
社
の
発

展
を
通
じ
地
域
社
会
に
貢
献
し

よ
う
と
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
、
総
社
商
工
会
議
所
青

年
部
は
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
11
月
29
日

㈰
に
記
念
事
業
、
来
年
３
月
に

は
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

　

記
念
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で

支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
地

域
社
会
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、「
絆
を
つ
な
ぐ
綱
引
き

大
会
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
企

業
と
、
市
民
、
子
ど
も
ら
に
チ

ー
ム
で
参
加
し
て
も
ら
い
、
交

流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

綱
引
き
の
ほ
か
に
も
、
お
い
し

い
グ
ル
メ
、
人
気
の
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

　

私
た
ち
青
年
部
は
総
社
圏
域

の
企
業
が
よ
り
い
っ
そ
う
活
性

化
し
、
社
会
の
発
展
に
つ
な
げ

ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
今
後

も
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

11
月
29
日
の
綱
引
き
大
会
に
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
総
社
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長　

丸
川　

博
之
さ
ん
）

●

私
が
初
め
て
北
の
吉
備
路

と
出
会
っ
て
50
年
あ
ま

り
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
鬼

ノ
城
や
岩
屋
、
新
山
地
域
は
大

き
く
変
貌
し
て
き
ま
し
た
。

　

鬼
城
山
は
公
有
化
と
調
査
が

行
わ
れ
、
一
部
を
復
元
整
備
。

北
の
吉
備
路
一
帯
は
環
境
省
の

力
を
借
り
、「
総
社
ふ
る
さ
と

自
然
の
み
ち
」
と
し
て
30
数
キ

ロ
に
お
よ
ぶ
遊
歩
道
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
豊
か

な
自
然
と
素
晴
ら
し
い
景
観
、

そ
し
て
歴
史
ロ
マ
ン
を
堪
能
で

き
る
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
と
し
て
定
着
し
、
今
で

は
年
間
７
万
人
余
り
の
人
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
里
山
環
境

の
喪
失
、
開
発
や
多
人
数
の
往

来
な
ど
に
伴
う
自
然
環
境
の
劣

化
も
否
め
ま
せ
ん
。
特
に
鬼
城

山
は
人
の
出
入
り
が
多
い
た
め

か
、
外
来
植
物
の
繁
茂
が
近
年

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
総
社
市
が
中
心
と

な
っ
て
、
10
月
17
日
㈯
に
鬼
城

山
で
の
「
外
来
植
物
一
掃
大
行

動
」
を
呼
び
掛
け
て
い
る
こ
と

（
９
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り
）

を
聞
き
、
美
し
い
自
然
景
観
を

保
ち
守
っ
て
い
く
う
え
か
ら
誠

に
時
機
を
得
た
試
み
だ
と
思
い

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
参
加

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

（
岡
山
県
自
然
保
護
推
進
員

萱
原　

潤
さ
ん
）

これからも総社を盛り上げていきます

　北の吉備路の拠点施設「鬼城山ビジ
ターセンター」
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